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ドローンの研究開発がスタート
2014年3月に廃校となった旧雪沢小学校の

校舎に本拠を構える、東光鉄工株式会社UAV
事業部。大型建造物の鉄骨の製作やドーム型
倉庫の建築、産業機械の製造販売など、多岐
に渡る事業を行ってきた東光鉄工が、未来へ
の投資と位置付けて立ち上げた事業部だ。産
業用ドローンの研究開発を中心に、製造と販
売、操縦技能の講習や免許教習なども行う。

UAV事業部の代表を務める鳥潟與明氏は、
職業能力開発総合大学校能力開発研究セン
ター教材研究室室長、北海道職業能力開発大
学校副校長などを歴任し、長らく教育・研究に
携わってきた人物。退職後、地元大館に戻り、
東光鉄工虻川社長の要請を受け、UAV事業部
のシニアマネージャーに就任した。

産業用ドローンの未来について、鳥潟氏は多
様な活用法を語る。風力発電機、ソーラーパネ
ル、橋梁などの大型建造物の劣化を点検でき
るサーモグラフィカメラ搭載ドローン、災害を
未然に防ぐために河川や山岳地帯の異常箇所
を探索する調査ドローン、肥料や農薬を自動散
布する農業用ドローン、宅配用ドローンと、可能
性は無限大だ。

開発が先行しているのは農薬散布用ドロー
ン。従来のラジコンヘリと比べると安価であ
り、操縦も簡単で、稲穂の倒伏などのダメージ
も軽減されるため、導入を検討する個人農家が
増えている。さらに、同社の製品は国内の他
メーカーのものと比べてもコストパフォーマン
スに優れており、東北のみならず日本全国に販
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ドローン技術によって農業や防災を変革さ
せられる可能性を追い求め、日夜、研究開発
に打ち込む！
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路を拡大している。東北唯一の製造と整備を行え
る工場である点も大きな強みとなっている。

未来への夢は果てしない
旧雪沢小学校の校舎は今や、ドローン開発の

研究所、教習所を備えた総合拠点となっている。
グラウンドは要求規格に十分な余裕を持つ飛行
試験場、体育館は雨天や夜間の練習施設として
も活用されており、将来的にはドローンの部品生
産からソフト開発、機体製造までを一気通貫で行
うテクノパークを構想している。

東光鉄工のドローン開発の目的は地域貢献で
あり、農業や防災、宅配への活用は大きな意義を
持つ。同社が提案するドローンは単に飛行するだ
けに留まらない。例えば、農業用ドローンであれ
ば、撮影した画像から稲の生育状況を細かく診
断して、極小区画ごとに適量の肥料や農薬を自動
散布するなど、本来ベテラン農家が持っている技
術を最先端科学技術に裏付けされた「農作物生
育状況を判断し、適切で緻密な農作業を誰もが
行える」ところにまで付加価値を高めることを目
指しており、完成間近となっている。作業の省力
化と同時に農作物の質を最大限に高めることが
でき、経験の浅い農家や新規就農者への一助と
なることが期待される。「未来への投資」としてド
ローン開発に取り組む東光鉄工、同社が切り拓く
未来は秋田県の未来そのものでもある。

A 旧校庭を飛ぶ、農薬散布用マルチコプターTSV-AH1
B 旧職員室の工場で機体の組み立て作業中
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売れる仕組とその値段
秋田のものづくりとデザイン2017

商品開発の顛末や売るためのノウハウについて、
県内の企業担当者が実体験と合わせて事例報告
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UAV事業部
シニアマネージャー

鳥 潟 與 明
Tomoaki Torigata

東光鉄工株式会社
UAV事業部
〒017-0021　秋田県大館市雪沢字蕷ヶ岱256-1
TEL. 0186-57-8755
FAX.0186-57-8681
E-mail uav@toko-akita.co.jp
URL http://tokouav.jp/

［会社概要］
ニプロハチ公ドーム（大館樹海ドーム）を始
め、各種鋼構造物の設計製作、機械装置・プ
レス金型の設計製作、施工、据付などを行う
東光鉄工株式会社の、ドローンを専門に取り
扱う事業部。各種ドローンの製造・販売・整備
点検・教習の他、行政と連携した防災活動、
普及活動を行う。
創設年：2015年

�焦がし諸越饅頭パッケージ変更で�
売れる商品づくりの必要性を実感

「旭南高砂堂」（秋田
市）の二代目で和菓子
職人でもある塚本高氏
は、2年前、代表銘菓

「焦がし諸越饅頭［こが
もろ］」のパッケージデザイン変更に着手した。「それまで
は、美味しい菓子づくりが最優先で、パッケージは二の次
という思いがあった」と塚本氏。今回のリニューアルで、作
り手の思いや商品の価値を伝えるデザインの重要性を強
く認識したと振り返った。

国産原料と、ひと手間かけた作り方、秋田名物「もろこ
し」の伝統を引き継いだ新銘菓、という商品価値を明確化
しデザインコンセプトに反映。ちょっと良い手みやげが欲
しい人をターゲットに、高級感のあるデザインでお土産売
場でのアピールに成功した。この結果、現時点での売り上
げはリニューアル前の約1.6倍となり、さらには「第27回
全国菓子大博覧会」で観光庁長官賞を受賞した。

�秋田生まれのソーラーLED街路灯が�
活路を見いだすまでの開発プロセス

「株式会社アイセス」
（南秋田郡井川町）の
太陽光発電への取り組
みは平成４年に始まっ
た。「ソーラー LED 街
路灯」第１号を平成7年に商品化。齊藤さんは平成15年
に開発企画部に異動し、製品開発・販売に深く関わってき
た。しかし、発売から11年間でわずか61台しか売れず、シ
ビアな状況が続いていたという。

平成20年に方針を①雪国・秋田で実用可能 ②街灯・防
犯灯 ③安価 の3点に決定し軌道修正。この時、製品デザイ
ンやカタログをデザイナーに委託。「社内で出来ないことは
プロに頼む。デザインを決めて設計することで商品化が潤
滑に進むことも実感した」と齊藤さん。その後、展示会・説
明会に出向きPRに努めた。翌年には年間52台を販売、現
在ではシリーズ化し、学校や広場など約1,000台の販売実
績を上げている。

7月11日、秋田県庁第二庁舎8F大会議室を会場に、「秋田のものづくりとデザイン2017 〜売れる仕組とその値段」を
開催。秋田県内の企業・団体などから81名が集まった。今回は秋田市の「旭南高砂堂」と井川町の「アイセス」という異業
種の2社が、商品開発とデザインの重要性に関する実例発表を行い、発表後には活発な質疑応答がなされた。

　デザインの費用対効果の実例報告会を開催　

旭南高砂堂 塚本 高 氏
 第一部

株式会社アイセス 齊藤 勇人 氏
 第二部
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